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研究内容 

 

わたくしの臨床研究は「高悪性度婦人科癌に対する治療効果をいかに上げ、長期生存が得られるか。ま

た、予後不良因子は何かを検討すること。」です。子宮頸癌・体癌および卵巣癌に代表される婦人科癌の多く

は固形腫瘍であり、予後改善の大きなポイントのひとつが、いかに根治的癌摘出手術を完遂させ、効果的な

抗腫瘍薬治療を行うかです。進行・再発卵巣癌の治療においては、手術によって播種性病変をコントロール

し、抗癌剤や分子標的治療薬を使って長期予後を改善していくこと。また、卵巣癌の中でも悪性度の高い明

細胞腺癌では、他の組織型より低酸素誘導因子の指標であるHIF-1αが高発現し、早期よりリンパ節への

micrometastasisを起こしやすかった2)。子宮体癌では、予後不良な低分化癌（Grade 3）で、CA19-9の前駆

体であるDUPAN-2の発現性と長期予後が相関していた3)。予後不良の非上皮性腫瘍である子宮平滑筋肉

腫に関しては、細胞増殖因子であるMIB-1(Ki-67)発現と細胞膜上の糖輸送体であるGlut-1発現が相関し、

長期予後と深く関連していた4)。 

今後は分子標的治療薬を中心に、難活性癌の長期予後が期待でき、癌の手術治療と抗腫瘍薬の薬理

効果の向上を検討していきたい 5)。 
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